
登録者(課長)名【1】 環境保全課長　田中　浩一

施策評価シート
環境保全課

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
□まだ未達成 ■ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

持続可能な環境に配慮した社会を □平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る環2-1 環境意識の向上 環境にやさしいまちづくり 【15】確立するために
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇環境学習の場の提供など環境意識の向上については、環境学習など環境関連の拠点施設であるエコプラザ西東京
キーワード【7】 での取組を中心に実施しています。環境学習では、年間100回以上の環境講座を開催し、多くの方々のご参加があ

　環境問題に対する関心は年々高まっており、世界的な取組が進んでいます。地球 ◆環境施策の実施状況　環境を大切にするし ります。反面、エコプラザ西東京の知名度は決して高いといえる状況ではなく、環境関連施設としてのアピールを
温暖化などの環境問題の原因と影響は複雑であり、市民、事業者、行政が連携し、 の点検 くみづくりや環境学習 積極的に行う必要があります。
環境問題に総合的に対応することが必要とされています。 ◆環境マネジメントシの推進を通して、市民 施策の成果と課題◇環境マネジメントシステム認証取得の事業所数については、認証取得意向のある事業所が減少しています。環境
　本市では、環境基本条例及び環境基本計画に基づき、環境保全の取組を体系的に ステムの運用 、事業者、行政の環境 (取組成果や目標 保全のためにも、その導入効果の高さを示していく必要があります。
進めており、環境施策の実施状況の点検や環境マネジメントシステムの運用などに ◆エコプラザ西東京を意識の高いまちをめざ ◇環境フェスティバルの参加者数については、屋外開催のため天候などに左右されるものの、目標値を超える年も達成に向けた課取り組んできました。 拠点とした環境学習やします。 あり、本事業は着実に根付いてきていると思われます。また、環境意識の醸成、啓発活動として広く市民に働きか
　また、エコプラザ西東京などを拠点として、市民や事業者が環境問題を理解し環 環境情報の提供 題、成果向上・ ける場であり、有用な事業と考えます。一方、事業内容については、毎回同じ出展物もあることなど改善の余地が
境保全に自発的に取り組んでいくための環境学習活動を実施しています。 コスト削減策等) あることから、参加者数の増加へ向けた検討が必要です。
　今後は、市民一人ひとりが環境問題に取り組むために、市民活動団体などとも連概要 【16】携しながら、身近な環境問題を題材とした環境学習活動や情報提供などのさらなる
充実を図り、市民、事業者、行政の環境意識を高めることが必要です。

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇平成26年３月に「西東京市第２次環境基本計画」を策定し、環境の将来像、基本方針とその取組の方向性等を定めました。 □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
◇平成28年３月には、東京都環境基本計画の改訂が行われる予定となっています。 【17】

今後の方針
意識調査での重要度

■平均を下回る □ほぼ平均 □平均を上回る
【18】

◇環境学習の場の提供など環境意識の向上については、環境講座の充実や様々な環境情報の収集・提供を積極的に
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 行うことで、環境学習の拠点としてのエコプラザ西東京の機能強化を図ります。具体的には、環境講座の開催数の

増、最新の環境関連機器等展示、環境情報の提供方法の充実、環境学習コーナーの再構築等を行っていきます。

事
業
群

市民、事業者、行政の環境を大切にする意識づくりに努めます 市民、事業者への環境学習の機会創出や環境情報の提供
1 ◇環境マネジメントシステム認証取得の事業所数については、エコアクション21認証取得により温室効果ガスの発

生抑制につながることを積極的にアピールすることで、その数を増やしていきます。また、新たな事業者向け施策今後の方針
を東京都環境局とも連携しながら調査研究していきます。

(具体的な事業群 ◇環境フェスティバルについては、事業内容の見直しとさらなる充実を図ることで、参加者数の増加を目指します
や事務事業を示 。

◇平成28年３月に改訂が予定されている東京都環境基本計画の内容に留意していきます。しながら)

【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 24 25 26 27 28 29  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化「環境学習の場や機会の提供など環境意識の向上」に対する満足度 21％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 17.3 17.3 17.3 17.1 施策実施　環境問題に関する関心が年々高まる中、市が行っている「環境学習の場や機会の
Ⅴ 成果を維持しつつ、コストも現状を維持する施策領域提供など環境意識の向上」の取組に対する評価を、市民意識調査の「市民満足度」

  方針【22】により把握します。
達成率 82% 82% 82% 81%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位環境マネジメントシステム認証取得の事業所数 40か所 か所

説
明

算
出
式
・

実績値 34 31 33 33　事業者の環境意識を高めるために、環境マネジメントシステムの導入は重要です
。認証取得の事業所数を増やすことを目標とします。

成
果
指
標

 
達成率 85% 78% 83% 83% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位環境フェスティバルの参加者数 7,200人 人
【12】

説
明

算
出
式
・

実績値 6000 8000 6000 3000　市民の環境意識を高めるために、環境フェスティバルの果たす役割は重要です。
このフェスティバルへの参加者を増やすことを目標とします。
 

達成率 83% 111% 83% 42% 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 □ 現状維持 ■ 効率化コストの
 方向性【21】

　環境意識の向上については、エコプラザ西東京を中心として環境学習活動に継続的に取り組んできましたが、環
達成率 境マネジメントシステムの認証取得意向事業者数は減少しつつあります。

　市民意識調査結果では、前回調査同様に満足度は平均的であるものの、重要度は低いことから、実施コストの抑
達成率の平均値 83% 90% 83% 69% 制に努めるべきと判断しました。判断理由等

　環境意識の向上のための事業については、これまでの水準を維持しつつ、効果的かつ効率的な取組を進める必要
【市民意見】【13】 【24】 があります。

24年度 27年度

満足度(％) 17.4% 満足度(％) 17.1% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.06 -0.01 Ⅵ 成果を維持しながら、コストを抑制する施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 63.7% 重要度(％) 64.9% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度0.79 0.83
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)



価

民の自

主的な環境活動

年

などを支援することが

度

できます。

Ａ

【28】 事務事

事業の合計

業

66,472 37,1

サ

07 29,365

ービス 貢献度
名称【25】 担当課【26】 概要【27】 の評価 施策における位置づけ【31】

水準との 【32】事業費 人件費  (直近)【29】
 比較【30】

1 環境マネジネントシス

テムの運用

環境保全課 　エコアクション21規格の運用により、西東京市第二次地球温暖化対策実行計画におけ

る市の事務事業から排出される温室効果ガス排出抑制を図ります。

5,597 657 4,940 継続実施

(平成23年度)

中 　公共施設の環境負荷低減と環境保全

事業の推進を進行管理し、継続的改善

を行うことができます。

Ａ

環境保全の推進 環境保全課 　西東京市第２次環境基本計画により定められた環境の将来像を実現するため、環境保

全推進協議会と連携し、基本方針ごとに示された取り組みを推進します。進ちょく状況

は環境審議会で報告します。

5,757 817 4,940 　市民、事業者、行政で構成する環境

保全推進協議会において意見集約する

こと

【

により、適切に事業の

施

進行管理を

行うことが

策

できます。

Ｂ

内の事務事業

環境情報の提供及び環

貢

境学習の実施

環境保全

献

課 　環境講座の開催、

度

環境情報の収集・提供

判

により、市民などへの

定

環境意識の啓発を行い

】

ます。また、環境講座

環

を開催する市民講師の

2

養成や環境学習教材の

-

貸出しなどを行いま

す

1

。

10,999 6,0

 

59 4,940 継続実

環

施

(平成21年度)

上

境

　社会的に環境問題が

意

重要視されてお

り、環

識

境講座やイベントなど

の

の実施に

より、市民へ

向

の環境問題への取り組

上

み

を促すことができま

総

す。

Ａ

コスト(千

エコプ

円

ラザ西東京の運

営

環境

)

保全課 　エコプラザ西

事

東京を環境学習の拠点

業

施設と位置づけ、環境

群

情報の提供及び環境学

2

習の

実施する場として

6

整備します。

44,1

市

19 29,574 14

の

,545 改善・見直し

　

(平成23年度)

上 　

　

エコプラザ西東京を環

：

境関連の拠点

施設とし

評

て整備することで、市


